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 ⽇  時 / 平成２９年１０⽉２７⽇(⾦) 13：30〜15：30 
 会  場 / 焼津⽂化会館 3 階 
 定  員 / 80 名(定員に達し次第、締め切らせて頂きます。) 
 受講料 / 藤枝法⼈会会員様 無料 / 会員以外の⽅ 1,000 円(当⽇頂きます。) 

お問合せ：公益社団法⼈藤枝法⼈会 ☎054-643-8410 
きりとり不要 

藤枝法⼈会⾏き                 FAX：645-1310               〆切：10/20 

10/27(⾦)AI 活⽤・対策講座 申込書 

法⼈名                                                          

⽒ 名                            ・                              

TEL                            FAX                             

ＡＩ 活⽤・対策講座
⼈⼯知能 

 近年、テクノロジーの発達により、仕事、生活ともに効率性や利便性が増す中、将来ＡＩ（人工
知能）やロボットが人に取って変わり、今後 10 年間に無くなる職業が話題となっています。ＡＩ
（人工知能）は、人間の脳のように物事を学習したり、意思決定したりする能力を持つコンピュ
ーターのプログラムの下で、自動運転や産業用ロボットなど多岐にわたる分野で生産性が飛
躍的に向上すると期待される一方、人と置き換われば多くの職が奪われるとの懸念もあると
指摘されているからです。今後、人とＡＩ、ロボットが共存していくためには、どうするべきかを考
えて行きます。 

ＡＩを中心とする第４次産業革命を目の前にした今、近く政府の「人工知能技術戦略会議」は、
第１段階を２０年ごろまで、第２段階を２０年から２５～３０年ごろまで、第３段階を３０年以降と区分
し、ＡＩを使って、ものづくりや物流、医療・介護の現場を大幅に効率化・無人化する構想をまとめ
た工程表を発表します。ビジネスに携わる者にとって、ＡＩ（人工知能）がもたらす劇的な変化へ
無関心ではいられません。 

【講師プロフィール】 フィルゲート代表、青山学院Ｈｉｃｏｎ㈱主管研究員 菊原 政信 氏 

1984 年青山学院大学を卒業・在学中よりビジネスを始め卒業と同時に貿易・国内卸売を行う。その
後、システム開発会社の代表を経て、2010 年フィルゲートを設立。現在、マーケティング、新事業・サ
ービス開発、システム開発のコンサルティングを中心として活動中。 
青山学院 Hicon㈱ 主管研究員、 埼玉工業大学 客員研究員 
Next Retail Lab(次世代小売流通サービス研究会)代表幹事、諸団体アドバイザー、講演多数。 

【講座内容】 

1. AI が変える未来社会と産業・⽣活への影響 
(産業⾰命と AI の歴史・現在どのようなことで AI が使われ始めているか) 

2. 政府の AI 審議会での 2030 年までの⼯程表 
(⼯程表に⾒る重点産業別取り組み・段階別⽬標) 

3. 企業が AI と向き合う視点と今後の取り組み 
(AI と⼈が共存する環境・今からでも活⽤できる AI) 

◆◆◆パソコンセミナー◆◆◆ 
今から備える 


